
日 本 語 

 

№１ 塩釜神社跡                    ３０７字 

 白老に元陣屋を築いて警備にあたった仙台藩士たちは、陣屋を見下ろす東西

の小高い丘に国元から２つの神社を分霊して陣屋の守りとしました。 

 東側の丘には、仙台城下の総鎮守 愛宕
あ た ご

神社を、そして西側のこの丘には、

海上の安全を守護し武徳神を祀る奥州一之宮 塩釜神社を建立しました。両神

社はともに安政３年（１８５６年）の元陣屋構築と同時に建立され、国元に準

じて祭典が行われるなど、遠く故郷を離れた藩士の心の拠り所となっていまし

た。 

現在の社は、昭和２９年（１９５４年）の台風で倒れた陣屋の赤松を用いて

改築されたもので、赤松は藩士が仙台から運んだ苗木が大きく育ったものです。 

毎年８月１０日には、地域住民により例大祭が挙行されています。 

 

 

 

№２ 内曲輪
うちくるわ

                      ２８３字 

 白老元陣屋は、「長沼流」という兵法に則り、円及び弧状の土塁と堀を築き、

内曲輪
うちくるわ

と外曲輪
そとくるわ

とに大きく分けて築城されました。また、土塁の上にはぐるり

と高い柵を巡らせました。 

 内曲輪は、直径１２５ｍほどのやや歪んだ円状の土塁と堀に囲まれており、

堀に架けられた太鼓橋で外曲輪と結ばれていました。土塁の高さは約２ｍで、

入口部分は３ｍと高くなっています。内部には本陣・勘定所
かんじょうしょ

・穀蔵
こくぐら

・兵具庫
ひょうぐこ

・

厩
うまや

などが建てられ、井戸も掘られていました。外曲輪が居住的な性格を持つ

のに対し、内曲輪は管理的な機能を集中させていたことが分かっています。 

 

 

 



 

№３ 外曲輪
そとくるわ

                      ３５６字 

 外曲輪は、東は土塁と堀、西は蛇行する小河川によって囲まれ、土塁の高さ

は約３ｍで、入口から内曲輪
うちくるわ

までは２１０ｍもの土塁が築かれました。 

 入口は土塁を円弧状に築き、虎口
こ ぐ ち

と呼ばれる土塁を設けて陣屋内を直接覗き

込めないよう工夫しています。内部には、二番から五番までの番号が付けられ

た長屋と稽古場が建てられていました。稽古場には４本の馬場
ば ば

、的場
ま と ば

が並行し

て配置されていました。 

 内曲輪の施設も含め、建物跡などは発掘調査が行われ、位置や規模などを確

認したうえで復元されています。平面的に復元する方法をとり、建物の間取り

などを現在に伝えています。 

 また、藩士たちが故郷の風景を白老に再現するため、仙台から苗木で運んだ

北海道最古級、樹齢１６０年の赤松が、歴史の生き証人として元陣屋の移り変

わりを見つめています。 

 

 

 

№４ 史跡白老仙台藩陣屋跡             ２９１字 

 幕末の北海道の姿を克明に伝える白老仙台藩陣屋跡は、テーマ博物館仙台藩

白老元陣屋資料館とともに、国指定の史跡公園として広く公開されています。 

白老町では、２０２０年４月のアイヌ文化復興のナショナルセンター 民族

共生象徴空間「ウポポイ」の開設を機に陣屋跡のさらなる活用を促すため、人

道橋の改修や多言語ガイダンスシステムの導入など、外国人観光客も視野に入

れた利用者の利便性を高める取組を進めています。 

また、来場者が史跡に対する理解や愛着を深めるためのイベントや展示会な

どの博物館活動を積極的に開催するほか、利用者に対し、おもてなしの心をも

ってご案内するガイド人材の養成も継続的に行っています。 

 

 

 



 

№５ 藩士墓地                     ２９８字 

 仙台藩による白老を拠点とした警衛期間中１２年間における藩関係者の死

没者は男１９名、女４名の合計２３名に達しました。戦争による死者はいませ

んでしたが、厳しい冬の寒さや野菜不足による脚気がその原因だったようです。 

 当墓地を含めた陣屋の跡地は、明治維新後しばらく住民の記憶からも消えて

いましたが、明治３９年（１９０６年）、雑草の中に倒れていた藩士の墓石が

発見されたことから、付近住民が「青葉会」を結成し、藩士供養や塩釜神社の

立て直し、例大祭の挙行に力を注いできました。 

現存する墓石は１１基あり、毎年８月１０日に慰霊祭が行われています。ま

た、社台には、陣屋を守り自刃した代官草刈運太郎の墓も祀られています。 

 

 

 

№６ 仙台藩元陣屋のご紹介             ３７１字 

 江戸時代の末期、北方の警備のため構築された白老仙台藩元陣屋は、警備に

あたっていた仙台藩士たちがこの地を去り、歴史の表舞台から消えてから、す

でに１６０年の歳月を数えています。 

 しかし、自然の地形を巧みに取り入れて広大な敷地に造られた元陣屋は、道

内最大の規模を誇り、また、函館の五稜郭とともに幕末の蝦夷地の様子を伝え

る遺構として歴史的にも学術的にも価値が高く、昭和４１年（１９６６年）に

国の史跡として指定を受けました。 

 当資料館は町制施行３０周年を記念して、北方警備と本町の基礎を築いた仙

台藩の業績を広く世に紹介するため、昭和５９年（１９８４年）に開館しまし

た。また、陣屋跡は史跡公園として広く一般に公開され、空気が澄み緑の映え

る夏はもとより、春の桜や秋の紅葉の時期には、道内外から多くの観光客が訪

れるなど、生涯学習や憩いの場として利用されています。 

 

 

 



№７ 蝦夷地への視察                 ４２２字 

 アメリカ・ペリーの来航の２年後にあたる安政２年（１８５５年）、幕府は

東北地方の５つの藩と松前藩に蝦夷地の分割警備を命じました。仙台藩では

三好
み よ し

監物
けんもつ

、氏家
うじいえ

秀之進
ひでのしん

らを送り込み、蝦夷地の調査をさせました。 

 当初、幕府は交通の要所として栄えていた苫小牧の勇払に、北方警備の拠点

となる元陣屋を築くように指示しましたが、監物らは、三方を山に囲まれ、東

西を小さな河川に挟まれた天然の要害の地で、しかも函館からの距離が近い、

白老ウトカンベツの地が最適であると報告し、幕府からの許可を得ました。 

安政４年（１８５７年）６月に完成した元陣屋は、道内に２４ヶ所設けられ

た陣屋の中でも最大の規模を誇りました。また、白老より東に位置する広尾、

厚岸、根室、国後島
くなしりとう

のトマリ、択捉島
えとろふとう

のフウレベツには、出張陣屋
で ば り じ ん や

という小さ

な砦を築くことで対応しました。 

白老の元陣屋は、防衛上の拠点として大きな役割を担っていたのです。 

 

 

 

№８ 北方の脅威強まる                ３４１字 

 ロシアは１７世紀ごろから次第にアジアへの進出を強め、カムチャッカを領

有しました。その後、１８世紀には千島列島沿いに南下を始め、日本近海にも

たびたび貿易船が接近するようになりました。 

 安永７年（１７７８年）、道東の霧多布
きりたっぷ

にロシア人が上陸し、幕府に対して

通商を求めました。こうした情勢に、幕府は蝦夷地を防衛することの重要性を

強く認識するようになりました。 

長崎で学び、世界情勢をよく知る仙台藩の工藤平助
くどうへいすけ

や林子平
はやししへい

らは、いち早く

世界に目を向けた人物として知られています。彼らはロシアの南下や外圧を警

告するための書物を記し、他国からの侵略に対し警笛
けいてき

を鳴らしました。しかし、

彼らの願いは受け入れられず、幕府は人心を惑わすものとして、逆に彼らを罰

しました。 

 

 



№９ 江戸幕府の動揺                 ７２１字 

 寛政４年（１７９２年）、ロシア使節ラクスマンが根室から函館を経て、当

時の蝦夷地の首都である松前に来航して通商を求めました。さらにイギリス船

も姿を見せるようになったことから、北方の問題は次第に世間の注目を集める

こととなりました。 

 蝦夷地の警備は、もともと松前藩の任務でしたが、未知で広大な土地であり、

財政力も乏しく兵力も不足していたため、幕府や他藩からの支援が必要な状況

でした。そのような事態に危機感を強く抱いた幕府では、蝦夷地の情報を得る

ための調査を行い、警備の強化に乗り出しました。 

寛政１１年（１７９９年）に幕府の直轄地
ちょっかつち

（第１次幕領期）となってからは、

各地に幕府の役人が置かれ、松前藩が統治する頃とは比較にならないほどの資

本が投入されて、行政権が蝦夷地全域に広がっていきました。また、同時に各

藩によって陣屋も設置されたことから、防衛力も向上しました。 

１９世紀初頭、ロシアの南下政策が落ち着いたことから、蝦夷地は松前藩の

領地に戻されました。しかし、中期になって再び緊迫し、各国の通商要求も強

まりました。 

幕府は安政元年（１８５４年）にアメリカと日米和親条約を結び、函館と静

岡県の下田の２つの港を開港することとなり、２００数十年に及んだ鎖国政策

に終止符が打たれました。翌年、締結したロシアとの条約では、日本とロシア

の国境が択捉島とウルップ島との間に定められ、樺太は両国の雑居地となりま

した。 

北方警備の必要性を痛感していた幕府では、松前藩の居城付近を除いた蝦夷

地を再び直轄して警備を強化していきました。幕府の命令を受けた仙台藩では、

三好監物らを蝦夷地に派遣し巡察させました。 

こうして、仙台藩による蝦夷地出兵、北方での警備が始まったのです。 

 

 

 

 

 

 



№10 藩士たちの出兵                 ３５８字 

 安政３年（１８５６年）５月、蝦夷地警備の第一陣として約２２０名が仙台

城下を出発しました。氏家秀之進
うじいえひでのしん

を最高責任者の御備頭
おそなえがしら

とする一行には、藩

士のほかに藩内各地から集められた下級の武士に加え、医師や大工の姿もあり

ました。出発に必要な費用は、派遣された各人が負担することとなり、支度金

の工面に苦労する者も多くいたようです。 

白老までの移動日数は、順調にいけば２０日程度でしたが、津軽海峡の渡海

のための青森での船待ちや風雨による滞留などが重なり、２ヵ月を要すること

もありました。また、仙台藩からの陣屋警衛に対する経費も切り詰められてい

たため、自給自足を強いられる状況でした。 

藩士らによる積極的な開墾も行われましたが、蝦夷地での生活は、アイヌの

知恵や支援、労力に頼るところも非常に大きいものでした。 

 

 

 

№11 白老元陣屋の建設                ３３４字 

 元陣屋の建設は、白老前浜にあった会所と呼ばれる役所を仮住まいにして、

御備頭
おそなえがしら

の氏家秀之進
うじいえひでのしん

が自ら指揮を執り、急ピッチで行われました。 

約１年という極めて短い期間で造られた元陣屋でしたが、深い堀が掘られ、

高い土塁が築かれたその中に、藩士が暮らす６棟の長屋を始め、蔵や 厩
うまや

、６

基の門などが建てられました。また、国元から塩釜神社や愛宕
あ た ご

神社も分霊され

て小さな祠
ほこら

も祀られました。 

建設には、仙台藩から同行した大工のほか、白老場所の経営にあたっていた

商人の場所請負人野口屋又蔵
の ぐ ちや また ぞ う

が手配した者や大勢の地元のアイヌも加わり行

われました。このようにして安政４年（１８５７年）６月１８日、落成式が盛

大に執り行われました。 

 

 

 

 



№12 白老元陣屋の構造                ２７５字 

白老元陣屋は、三方を山に囲まれ、東西を小河川が流れる天然の要塞のなか

に、高い土塁が築かれ、深い堀が掘り込まれた屈強な陣構えでした。その規模

は次のとおりです。 

白老浜から北東に約２ｋｍに位置し、面積は６６，０００㎡。内曲輪
うちくるわ

と呼ば

れる本丸の直径は１２５ｍ。また、外曲輪
そとくるわ

と呼ばれた二ノ丸の長さは２１６ｍ、

幅は１２０ｍでした。土塁の高さは２～３ｍで、その延長は８３５ｍもありま

した。秣場
まぐさば

を含む総面積は１，２３７，５００㎡という広大な広さを誇りまし

た。 

堀の周辺では、当時の藩士たちも目にした天然のヘイケボタルを今も見るこ

とができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



№13 仙台藩の警衛
けいえい

                  ７２１字 

２００年以上続いた泰平の世に慣れた武士たちの綱紀
こ う き

を引き締め、武士の気

風を鼓舞することは、陣屋の運営を進める上で最も重要なことでした。 

兵学を学ぶ講義や武芸の稽古をはじめとして、火縄銃や大筒
おおづつ

の撃ち方訓練、

さらには、完全武装をして行う実践的な訓練「修羅前
しゅらまえ

」などが行われていまし

た。その様子は他藩と比較されることもあり、厳しく行われていたそうです。 

武士たちの任期は概ね１年間で、春まだ浅い４月頃に仙台から着任し、翌年、

次の勤務者と交代しました。夏の間はともかく、慣れない蝦夷地の厳しい冬の

寒さは、武士たちにとって大変辛いものでした。 

 また、幕府は安政６年（１８５９年）９月からロシアをはじめとした欧米列

強が蝦夷地に進出することを警戒して、防衛上の重要拠点となった蝦夷地を分

割して警備するほかに、各藩に警衛もさせることとしました。これにより白老

は仙台藩の領地となり、民政を担当する代官も置かれました。 

当時の地図を確認すると、広大な蝦夷地を仙台藩のほか、松前・津軽・秋田・

南部・庄内・会津の各藩が警備し警衛していたことがわかります。仙台藩では

白老を西の端として、広尾、厚岸、根室、遠くは国後島
くなしりとう

や択捉島
えとろふとう

にも出張陣屋
で ば り じ ん や

を置きました。いずれも白老から数百ｋｍも離れた北海道の東端とそれに連な

る島々で、当時、東蝦夷地と呼ばれた遠大な地でした。気候風土は白老より一

層厳しく、陣屋の建設や日頃の警備に非常に苦労したと伝えられています。 

 当時の白老は、蝦夷地警備の重要拠点として、仙台藩をはじめ多くの武士や

商人らの往来があり活気がありました。しかし、藩士個人とアイヌの交流は、

「掟」により厳しく禁止されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



№14 アイヌ民族との関係              ４７０字 

 万延元年（１８６０年）春、現地引き継ぎを終え、白老は幕府の直轄地
ちょっかつち

から

仙台藩の領地になりました。初めての民政責任者として相沢儀伝太
あ い ざわ ぎで ん た

が代官に就

き、白老前浜の会所で仕事にあたりました。仙台藩では、代官は地元のアイヌ

の人たちと接する重要な役目だと考え、有能な人材を配置しました。 

一方、白老場所の経営は場所請負人の野口屋
の ぐ ち や

又蔵
またぞう

が行い、地元民と協力しな

がら昆布や干したイワシ等の生産にあたりました。野口屋は終生仙台藩のため

に尽くし、幕末の藩士撤退にも大きな役割を果たしました。 

こうしたことから白老では、仙台藩の「掟」に従い、代官や請負人らが当時

場所内に約４００人いたアイヌとの共生に努めたことから、比較的平和な様相

を呈していました。アイヌに対する労いをこめた行事であるオムシャは、漁の

終った初冬に場所内のアイヌを呼び集め、守るべき「掟」を読み聞かせた上で

酒宴
しゅえん

を催したものです。 

なお、野口屋又蔵の功績碑が虎杖浜に、４代目代官 草刈運太郎
くさかりうんたろう

の墓が社台

にあり、地元の人たちが手厚く祀っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



№15 藩士の撤退と陣屋の終焉、三好監物の功績  ６６８

字 

慶応４年（１８６８年）１月、明治新政府が１５代将軍徳川慶喜
とくがわよしのぶ

の追討令を

出したことから戊辰戦争と呼ばれる国内を二分する内戦が起こり、仙台藩には

新政府側から幕府方会津藩への討伐命令が下されました。藩内の議論は二分し

ましたが、仙台藩は奥州列藩同盟を結んで幕府軍として新政府軍と戦うことと

なり、戦火は東北地方へ波及しました。 

 幕府側として戦った仙台藩の戦局が不利になったことで、新政府軍からの厳

しい追及が白老元陣屋にも寄せられるようになりました。函館の野口屋から追

討軍が白老へ派遣されたことを伝え聞いた御備頭
おそなえがしら

 児玉覚之進
こ だ まか くの し ん

は、本藩へ戻っ

て軍を立て直すため、その日のうちに陣屋から撤退しました。 

 代官の草刈運太郎は、仙台藩士が去った後も民政責任者として白老に残り、

陣屋とこの地を守ろうとしました。しかし、押し寄せた新政府軍により負傷し、

社台の浜で故郷仙台の方角を向き、切腹による最期を遂げました。 

 一方、元陣屋の建設地を白老に見出し、自らも２代目御備頭として赴任した

三好監物は、仙台藩主を支える有能な人物でした。幕末の探検家として知られ

る松浦武四郎とも交友があり、詩歌や絵画にも秀でた文化人でもありました。 

戊辰戦争では新政府への恭順と会津征伐を主張し、藩内の幕府方と対立、５

３歳で自刃し、武士としての最期を遂げました。彼の死後、政府は「勤王の大

義を固く守った忠義の士」として、遺族に対し祭祀料
さいしりょう

２００両を賜りました。 

監物の故郷、岩手県南部の一関市藤沢町には、監物の功績を讃える大きな碑

が立っています。 


